
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成１７年 

神戸地方海難審判庁 

 

航行安全指導の遵守！ 

見張りの励行！ 

居眠り防止！ 



 
 
 
 

 明石海峡は，紀伊水道及び阪神地区と瀬戸内海を結ぶ航路として通航船舶量も多く，漁

場としても豊かであるため，出漁する漁船も多いなど，様々な種類の船舶が輻輳する海域

であることから，海難も多く発生している。 

 当庁で言い渡した裁決から特徴や問題点などをとりまとめたので，この分析により，関

係各位の理解が深まり，海難防止の一助となれば幸いである。 
 
 

                          神神戸戸地地方方海海難難審審判判庁庁  
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 明石海峡は，瀬戸内海における船舶交通の要衝の１つで，阪神，友ケ島方面，播磨

灘及び家島諸島北側方面からの４航路が収束し，通航量が多い海域である。 
 
 海峡内には，海上交通安全法で規定された明石海峡航路があり，同航路では船舶は

定められた交通方法に従って航行しなければならない。また，明石海峡大橋が，航路

をまたいで架けられており，遠方からの良い操船目標となっている。 
 
 海峡の幅は，約２海里と狭いこともあり，潮流が速く，場所によっては，流向と航

路が交差する所がある。航路内の水深は十分であるが，その北側は比較的浅くなって

おり，特に海峡西口の北側から東播磨港までの間は，距岸４海里付近まで水深１０メ

ートル以下の海域が広がっている。また，海峡の南側は急峻である。 
 

付近海域は漁場としても豊かであるため，５トン未満を中心とした漁船が小型底び

き網漁業，船びき網漁業等の操業を行っており，航路付近において操業する漁船も多

く存在する。また，のり，ワカメ，カキ等の養殖漁業も複合的に行われている。 
特に，春の風物詩として欠かせない『イカナゴ新子漁（船びき網漁業の一種）』は

有名で，毎年２月から４月ころにかけての漁期中，多いときには３００隻以上もの漁

船がこの狭い海峡付近に集まるため，航行に注意を要する海域である。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ 明石海峡の海上交通環境等 
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２－１ 分析対象海難 

平成１１年４月から平成１６年８月までに神戸地方海難審判庁において裁決言渡

を行った海難のうち明石海峡※で発生した船舶同士の衝突・灯浮標等に衝突した単独

衝突・乗揚の２８件を分析対象とした。 
※明石海峡の範囲は，明石海峡航路西方灯浮標から同東方灯浮標までの海域とした。 

 

２－２ 海難の種類別発生状況 
海難の種類別発生件数の内訳は下図のとおりで，船舶同士の衝突事件が１９件とな

っている。 
 

 
 
 
 
 
 
 
２－３ 船舶の種類（船種）別発生状況 
 対象船舶を船種別に見ると，貨物船が１６隻，プレジャーボートが１２隻，漁船が

１１隻などとなっている。 
 

２ 海難発生状況 

船舶の種類別発生状況（単位：隻）

16

12

11

8

計４７隻 

貨物船 

 
漁船 

 

その他 

 

プレジャーボート 

 

衝突

(単)

３件

乗揚 

6件 
衝突１９件

計 2 8 件
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２－４ 発生場所 
発生地点分布状況は下図のとおりであり，航路東口付近では，貨物船など大型船

による衝突が多く，林崎漁港西方では，プレジャーボートや漁船などによる衝突が

多い。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２－５ 時刻別発生状況 

時刻別発生状況は下図のとおりである。 
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衝突

衝突（単）・乗揚

時刻別発生状況（数字は件数）

夜間（20時～翌日04時） 早暁（04時～08時）

昼間（08時～16時） 夕刻（16時～20時）

平磯浮標 

江埼灯台 
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２－６ 衝突海難の原因 
衝突海難１９件（３８隻）について，裁決で摘示された原因は次のとおりである。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
上に掲げた原因のうち，「動静監視が不十分」とあるのは，相手船を一回以上視認

したが，その後の継続的な見張りを十分に行わなかったことを指すものであって， 
『見張り不十分』の一種であり，明石海峡のように狭い海域においても３８隻中２１

隻（約５５％）の船舶において，見張りが十分に行われていなかったことになる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

見張りが不十分であった １５

注意喚起信号・警告信号を行わなかった ７

動静監視が不十分であった ６

衝突を避けるための措置をとらなかった ４

安全な船間距離を取らなかった ３

居眠り運航防止の措置が不十分であった ２

操舵作動スイッチの確認が不十分であった １
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２－７ 事 例 
 
事例１：西行中の大型船に気付かないまま明石海峡東口を出て左転して衝突 
 
（海難の概要） 

Ｂ丸（総トン数４６６トン）は，兵庫県家島港を発し，神戸港に向かう途中，明石

海峡航路内を針路１２８度１０.０ノットの速力で進行し，明石海峡航路中央第３号灯

浮標を左舷に航過してから左転して，針路を０５５度に転じたとき，Ａ丸（総トン数

４９,７０４.３２トン）を右舷前方約２.４㎞に視認でき，その前路を無難に航過でき

る態勢であったが，先導する警戒船に気を取られＡ丸に気付かないまま続航し，Ａ丸

と衝突した。 

Ａ丸は，鹿児島県喜入港を発し，友ケ島水道を北上して明石海峡経由で岡山県水島

港に向かう途中であった。 
（対 策） 

    

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

見張りを怠ら

ないように！ 

Ｂ丸が，明石海峡航路中央第３号灯浮標に並

航後，すぐに左転せずに，見張りを十分に行っ

たうえで，しばらく東行を続けてから阪神方面

に向けること。 
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Ａ丸は，明石海峡航路東口に向かうにあたり，見張りを十分に

行うべきであった。 

Ｂ丸は，警告信号の設備がないのだから，その代わりとなる笛

などで音を発するなどして自船の存在を示すべきであった。 

事例２：明石海峡を西行する船舶と，漁ろうに従事している船舶との衝突 
 

（海難の概要） 

Ａ丸（総トン数４９８トン）は，大阪港を発し，山口県徳山下松港に向かう途中，

航路東口付近で底びき網漁に従事し，揚網中のＢ丸（総トン数４.９トン；法定の形象

物を掲げていた。）を見落とし，Ｂ丸の進路を避けないまま衝突した。 

Ｂ丸は，Ａ丸を視認してその動静を監視していたが，汽笛不装備で警告信号を行え

ず，更に接近してからも，相手船が漁ろう中の自船を避けてくれると思い，操業を続

けていたところ衝突した。 

（対 策） 
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衝突海難１９件のうち明石海峡航路西口付近で発生したのは１件，航路内で発

生したのは４件，これに対して航路東口で発生したのは６件となっている。 
 
航路東口で行き交う船舶の主要な進路を挙げると， 
 明石海峡を西航する船舶は， 

大阪港，神戸港から航路の入口に向ける・・・① 

友ケ島水道を北上して明石海峡航路東方灯浮標を 

＊右舷に見て航路に向ける・・・② 

＊左舷に見て航路に向ける・・・③ 

 明石海峡を東航する船舶は， 

明石海峡航路中央第３号灯浮標を航過後 

＊すぐに左転して大阪港，神戸港に向ける・・・④ 

＊しばらく直進して，大阪港，神戸港に向ける・・・⑤ 

＊すぐに右転して友ケ島方面に向ける・・・⑥ 

＊しばらく直進してから友ケ島方面に向ける・・・⑦ 

 

上記のようになるが，航路東口においてこれらの進路は交錯する。（下図参照） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３ －１  航路の東口付近では衝突に注意！

３ まとめ及び提言 

淡路島 

神戸市垂水区

明石海峡航路中央第３号灯浮標 

①

② ③

明石海峡航路東方灯浮標

④

⑥ ⑦

⑤ 
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そこで，航路出入口付近における航法として，第五管区海上保安本部

は，次の航行安全指導を行っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

総トン数５,０００トン未満の船舶であっても，この指導に準じて航行するこ
とが安全運航につながるものと期待できる。 
さらに，海難を未然に防止するために各機関から発せられている情報を

収集することも心掛けたい。 
また，航行中は十分な見張りを心掛けることも含め，航路を航行する他

の船舶の“行先の表示”にも注意が必要である。 
 
以以以上上上のののここことととかかかららら，，，基基基本本本的的的なななここことととだだだががが，，，ルルルーーールルルををを守守守りりり，，，情情情報報報ををを集集集めめめ，，，周周周囲囲囲ににに注注注

意意意しししててて航航航行行行すすするるるここことととががが，，，海海海難難難ににに遭遭遭わわわななないいいよよようううにににすすするるるたたためめめににに必必必要要要ででであああるるる！！！   

① 総トン数５,０００トン以上の船舶は次の航行方法によること。 

 ☆東側海域における航行方法（下図参照） 

  イ）航路に入航しようとする船舶は，明石海峡航路東方灯浮標を左舷側に見

て航過し，航路に向かうこと。 

  ロ）航路を出航して，神戸港又は大阪港方面に向かう船舶は，同灯浮標を左

舷側に見て航過すること。 

 

② 航路内を航行する船舶は航路航行義務のない全長５０メートル未満の船舶で

あってもできる限り航路の入口から入航すること。 

 

（第五管区海上保安本部ホームページより抜粋） 

神戸市垂水区 

淡路島 

明石海峡航路中央第３号灯浮標 

明石海峡航路東方灯浮標
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また，この海域には，底びき網漁業や船びき網漁業に従事する漁船が

通年で存在し，特定の時期には増加する傾向にあり，操業中の漁船が航

路を横切ることも考えられるので，操船には注意が必要である。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大阪湾海上交通センターのホームページでは， 

次の情報を提供しています。 

 

・明石海峡航路における航法，航路の特徴  

〈http://www.osakawan.kaiho.mlit.go.jp/others/trraffic/traffic_g.htm〉 
 
・明石海峡における漁船情報・操業形態図・時刻別操業図 

〈http://www.osakawan.kaiho.mlit.go.jp/others/gd_ikanago/index.htm〉 
 

また，ファックスサービスやテレホンサービスも行っています。 
 
さらに，国際VHFや携帯電話からでも緊急情報・気象情報・潮流情報・航路

入航情報・操業漁船情報を入手することができます。 

2月から 4月に漁期を迎えるイカナゴ新子漁（船びき網漁業の一種） 

250～450ｍ

80～150ｍ 
潮流 

浮子

ホームページで提供される操業形態図(イメージ図) 
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 単独衝突及び乗揚事件９件中６件が居眠りによるものである。このほか，衝突事件

においても，一方の当事者が居眠りをしていた事件が２件あり，計８件の居眠り事件

が発生している。 

 

居居眠眠りりにによよるる海海難難ののううちち，，  
 
＊ １件が手動操舵であったほかは全て自動操舵であり，当直者は単独で当直に当た

り，その姿勢は椅子に座っていたものがほとんどであるが，立っていたとしても何

かにもたれたために居眠りに陥った事件も３件発生している。 

＊ ５件が００時から０４時に発生している。 

＊ 昼夜を問わず，航海や荷役などの通常業務による疲労が溜まりがちだったり， 

播磨灘や大阪湾などの広い海域を航行することによる安心感からか，座ったり何か

にもたれるなどすると眠気を催すようだ。 

加えて，夜間，暗い状態の船橋内では，自動操舵とすることで座ったままの見張

りを続けることから刺激が少なくなり，眠気を生じることも関係があるものと思わ

れる。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

海難の種類 発生時刻 操舵の状態
当 直 者 の 状 態 

（いずれも単独で当直） 

衝突 00時 39分 自動 椅子に座る 

衝突 02時 15分 自動 立って何かにもたれる 

護岸衝突 18時 00分 自動 椅子に座る 

乗揚 00時 25分 自動 椅子に座る 

乗揚 01時 30分 自動 椅子に座る 

乗揚 03時 55分 自動 立って何かにもたれる 

乗揚 12時 48分 自動 椅子に座る 

乗揚 14時 55分 手動 立って何かにもたれる 

３ － ２  居眠りによる海難 
こんなところでも居眠りが… 
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これらのことから，明石海峡における海難につい

てまとめると，夜の００時から０４時に１人で当直

中，椅子に座って（たとえ立っていても何かにもた

れて），自動操舵として航行しているときが最も居眠

りに陥りやすいと言えよう。 

 

 

眠気を覚えたら…， 
 
①まず立ち上がって体を動かす 

②コーヒー・紅茶などを飲む 

③冷気に当たる 

 

などを行って刺激を与え，居眠りに陥らないようにするこ

とが必要であろう。また，単独での当直をできるだけ避け，

複数での当直とするよう配慮することも必要である。 

 
 
 

神 戸 地 方 海 難 審 判 庁 
 

〒６５０－００４２ 

神戸市中央区波止場町１番１号 

神戸第２地方合同庁舎 

電 話 ０７８－３３１－６３７１ 

FAX ０７８－３９２－１６４９ 

 

海難審判庁ホームページアドレス 

〈http://www.mlit.go.jp/maia/index.htm〉 
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